









































































































ロセスにある認識がなされていった。CD は起源を遡ると 19 世紀イギリスでのセツル
メント運動における相互扶助論に辿り着くが、近代化論によるこの理念の後退を経て、
70 年代後半に「もうひとつの開発」論から内発性や自立性を重視する中で再評価された。
そして 80 年代にオークレー（Oakley, P）やプレティ（Pretty, J）による「参加の類
型論」、ハート（Heart, R）の「参加のはしご」が提示されるに至った。最後に「調査
方法論」であるが、現在の PRA（参加型農村調査法）や PLA（参加型学習行動法）と








































































































































































































































































































































・（特活）開発教育協会内 ESD 開発教育カリキュラム研究会編『開発教育で実践する ESD カ
リキュラム』学文社、2010 年。
・廣瀬隆人「社会教育における参加型学習の系譜と課題」開発教育協議会編発行『開発教育　











開発教育カリキュラム研究会編『開発教育で実践する ESD カリキュラム』学文社、2010 年。
